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６
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

「
支
え
あ
い
、
助
け
あ
い
、
一
人
に
な
っ
て
も
安
心
、

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

渡辺俊一町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　
私
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
足
寄
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
か
ら
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
２
期
目
の
町
政
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
無
投
票
当
選
の
重
み
と
、
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
期
待
と
信
頼
に
お

応
え
す
る
た
め
、
常
に
町
民
目
線
を
も
っ
て

誠
心
誠
意
、
足
寄
町
の
発
展
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
、
町
議

会
議
員
各
位
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

関
係
で
す
が
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が

「
５
類
」
に
変
更
と
な
り
、
感
染
対
策
は
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
域

の
保
健
医
療
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
町
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
縮
小
、
延
期
な
ど
し
て
い
た
町
が
関

係
す
る
事
務
事
業
等
は
、
そ
の
必
要
性
等
を

改
め
て
確
認
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
現
状

に
あ
っ
た
対
応
を
進
め
ま
す
。

　
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

指
針
と
な
る
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
で
あ

り
、
こ
の
計
画
を
時
代
の
変
化
に
即
し
た
見

直
し
を
行
い
、
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
私

の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
計
画
は
令
和

６
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
６
年
度
中
の
「
第
７
次
総
合
計
画
」
策
定

に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
を
し
っ
か
り
支
援

を
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
経
済
が
安
定
し
、

過
疎
対
策
に
結
び
つ
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
施
策

を
ま
と
め
た
「
第
２
期
足
寄
町
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
柱

で
あ
る「
子
育
て
応
援
出
産
祝
金
贈
呈
」「
保

育
料
完
全
無
償
化
」「
学
校
給
食
費
無
償
化
」

「
足
寄
高
校
存
続
に
関
す
る
支
援
」
等
の
子

育
て
と
教
育
の
支
援
を
継
続
し
「
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
町
、
足
寄
町
」
を
町
外
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
脱
却
し
、
未
来

を
担
う
若
者
や
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る

人
を
育
て
、
足
寄
町
に
住
む
人
々
が
「
支
え

あ
い
、助
け
あ
い
、一
人
に
な
っ
て
も
安
心
、

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

住
環
境
の
向
上
、
定
住
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
の
推
進

　
町
内
建
設
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
・
店
舗

等
の
新
築
お
よ
び
増
改
築
工
事
、
賃
貸
住
宅

整
備
等
を
対
象
と
し
た
「
住
環
境
・
店
舗
等

整
備
補
助
事
業
」
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
多
く
の
町
内
業
者
に
よ

る
新
増
築
や
改
修
、
設
備
工
事
が
行
わ
れ
、

地
域
経
済
活
性
化
と
住
環
境
改
善
に
非
常
に

効
果
の
あ
る
事
業
と
捉
え
て
お
り
、
引
き
続

き
、
定
住
人
口
の
確
保
、
地
域
経
済
活
性
化

の
た
め
に
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
を
継

続
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
住

民
の
主
体
性
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
ま
す
。　

 

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
町
内
事
業
者
の
返
礼
品
開
発
を
支
援

す
る
補
助
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
寄

附
申
込
窓
口
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
す

な
ど
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
行
い
、
寄
附
金
増

に
つ
な
げ
ま
す
。

　
新
婚
世
帯
を
対
象
と
す
る
「
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
補
助
金
」
も
継
続
し
、
新
居
の
住

居
費
や
引
越
費
用
な
ど
、
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　
老
朽
化
し
た
集
会
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
、
西
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
玄

関
の
改
修
を
行
う
ほ
か
、
茂
足
寄
集
落
セ
ン

今
回
提
案
の
補
正
予
算
額

一
般
会
計　
　
　
４
億
２
２
２
０
万
７
千
円

特
別
会
計　
　
　
　
　
５
８
８
２
万
３
千
円

企
業
会
計　
　
　
　
　
１
２
６
８
万
３
千
円

合　
　
計　
　
　
４
億
９
３
７
１
万
３
千
円

令
和
５
年
度
の
予
算
総
額

一
般
会
計　
　
９
７
億
８
１
３
６
万
９
千
円

特
別
会
計　
　
２
８
億
２
６
６
４
万
８
千
円

企
業
会
計　
　
１
６
億
２
２
９
３
万
２
千
円

合　
　
計　
１
４
２
億
３
０
９
４
万
９
千
円
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発
活
動
や
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
充

実
、
自
治
会
等
の
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
や
生

ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
対
す
る
助
成
等
を
通

し
て
、
再
資
源
化
と
有
効
活
用
を
推
進
し
、
ご

み
減
量
化
推
進
策
を
検
討
し
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
り
、
肥
料
や

飼
料
、
農
業
生
産
資
材
が
高
騰
し
、
農
家
経

済
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
町
農
業
協
同
組
合
と
協
働
し
、

農
業
経
営
の
安
定
と
営
農
意
欲
の
維
持
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
経
営
継
続
の
た
め

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
畑
作
経
営
に
は
「
土
づ
く
り
」

が
重
要
で
す
が
、
燃
油
価
格
高
騰
に
よ
る
堆

肥
運
搬
コ
ス
ト
の
上
昇
で
堆
肥
利
用
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
牛
糞
堆
肥
や
Ｊ
Ａ
足

寄
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
発
酵
消
化
液
の

活
用
を
促
進
し
、
土
壌
の
物
理
性
改
善
を
図

る
た
め
に
、町
農
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る「
耕

畜
連
携
地
力
増
進
事
業
」
を
支
援
し
ま
す
。

　
農
業
担
い
手
の
確
保
と
育
成
対
策
で
は
、

こ
れ
ま
で
23
組
が
新
規
就
農
し
、
現
在
も
新

規
就
農
志
向
者
と
し
て
３
組
が
就
農
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
新
規
就
農
者
や

志
向
者
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
農
業
担
い
手

の
確
保
と
育
成
を
図
り
ま
す
。　

　
町
内
で
は
家
畜
伝
染
病
の
発
生
が
相
次
い

で
お
り
、
伝
染
性
が
高
く
、
現
在
も
防
疫
対

ス
等
の
円
滑
な
提
供
を
確
保
し
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
と
し
て
、

修
学
資
金
貸
付
金
、
就
業
支
援
等
補
助
金
、

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
等
補
助
金
な
ど
の
制

度
を
継
続
し
、
介
護
事
業
の
円
滑
な
運
営
を

支
援
し
ま
す
。

　
予
防
検
診
経
費
と
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
や

脳
ド
ッ
ク
検
診
、
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検

診
等
の
受
診
に
支
援
を
行
い
、
町
民
の
命
と

健
康
を
守
る
取
り
組
み
を
充
実
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
に
つ
い
て
、
接
種
を
希
望
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ

う
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
踏
ま
え
、
接

種
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
健
康

保
持
と
増
進
を
目
的
に
、
所
得
制
限
を
設
け

ず
中
学
生
ま
で
本
人
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
10
月
か
ら

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
と
し
ま
す
。

温
泉
浴
場
の
運
営
お
よ
び
環
境
衛
生
対
策

　
町
営
温
泉
浴
場
「
銀
河
の
湯
あ
し
ょ
ろ
」

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
く
つ
ろ
ぎ
の
場
、
憩

い
の
場
と
な
る
と
と
も
に
、
里
見
が
丘
公
園

で
遊
ん
だ
後
や
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
に
も
ご

利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
町
を
訪
れ
た
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
と
円
滑
な
運
営
を
進
め
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
収
集
業

務
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
減
量
化
の
啓

福
祉
施
策
の
推
進

　
障
が
い
児
者
施
策
に
つ
い
て
、
障
害
者
地

域
生
活
支
援
拠
点
施
設
と
綿
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
相
談
対
応
や
居
住
支
援
な
ど
、

障
が
い
児
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
る

体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
子
育
て

安
心
基
金
を
財
源
に
、
出
産
祝
金
の
支
給
を

は
じ
め
、認
定
こ
ど
も
園
、へ
き
地
保
育
所
、

家
庭
的
保
育
、
そ
し
て
学
童
保
育
所
の
保
育

料
完
全
無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　
「
伴
走
型
相
談
支
援
及
び
出
産
・
子
育
て
応

援
給
付
金
等
一
体
的
実
施
事
業
」
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
の

支
給
や
面
談
等
に
よ
り
子
育
て
支
援
を
行
う

ほ
か
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
妊
婦
の
状
況

や
乳
幼
児
健
診
結
果
、
相
談
記
録
を
管
理
で

き
る
よ
う
に
改
修
し
、
母
子
と
乳
幼
児
の
健

康
状
態
の
一
元
管
理
に
よ
り
、
子
育
て
支
援

を
効
果
的
に
行
う
体
制
構
築
を
進
め
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
福
祉
課
総
合
支

援
相
談
室
を
中
心
に
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
の
情
報
共
有
を
一
層
進

め
、
介
護
保
険
の
制
度
改
正
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
時
代
の
変
化
へ
の
対
応

や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
て
替
え
等

も
含
め
た
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の

連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
介
護
療
養

型
老
人
保
健
施
設
お
よ
び
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

に
経
営
安
定
資
金
を
助
成
し
、
介
護
サ
ー
ビ

タ
ー
の
屋
根
お
よ
び
外
壁
の
塗
装
工
事
、
喜

登
牛
集
落
セ
ン
タ
ー
の
外
部
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

　
住
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務
効
率
化
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各

課
を
横
断
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
専
門
部
会
を
設
置

し
、
全
庁
的
な
電
子
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
ま
す
。

納
税
者
の
利
便
性
向
上

　
町
税
や
公
営
住
宅
使
用
料
、
水
道
料
金
等

の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
よ
る
納
付
を
可
能
と
し
、
多
様
な
方
法

に
よ
る
自
主
納
付
を
推
進
し
ま
す
。

自
治
会
活
動

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
環
境
美
化
活
動
、
自

主
防
災
組
織
の
設
立
・
運
営
の
ほ
か
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
安
心
で
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
自

治
会
活
動
に
対
し
て
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　
「
足
寄
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
の
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
住
民
に
周
知
し
ま
す
。
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ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
利
用
者
の
健
康
保

持
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
施
設
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
現
施
設
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
本
年
度

に
土
地
購
入
や
実
施
設
計
を
行
う
予
定
で
す

が
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
係
る
国
の
動

向
を
踏
ま
え
国
保
病
院
、
町
内
介
護
事
業
所

等
と
連
携
を
図
り
、
事
業
を
進
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

　
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
を
一
体

的
に
実
施
す
る
た
め
、
保
健
師
や
栄
養
士
、

介
護
支
援
専
門
等
と
連
携
し
、
個
々
の
状
態

に
応
じ
た
疾
病
予
防
や
重
症
化
予
防
、
生
活

機
能
の
向
上
に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

上
水
道
事
業

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給

を
図
る
た
め
、
老
朽
管
路
の
更
新
と
道
路
整

備
事
業
の
実
施
に
伴
う
配
水
管
移
設
事
業
を

進
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で

い
つ
で
も
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
救
急
告
示
医
療
機
関
と
し
て
24

時
間
３
６
５
日
の
救
急
患
者
受
入
体
制
を
維

持
し
ま
す
。

　
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
良
質
な
医
療

の
提
供
は
も
と
よ
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
接

遇
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

消
防
体
制
の
推
進

　
複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

よ
り
実
践
に
即
し
た
訓
練
を
行
い
、
地
域
防
災

力
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
の
確
保
と
装
備
の
充

実
を
図
り
、
消
防
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

防
災

　
頻
発
す
る
異
常
気
象
や
地
震
・
火
山
噴
火
、

大
規
模
停
電
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
引
き
続

き
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
係
る
支
援
や
防

災
資
機
材
の
増
強
等
を
行
う
ほ
か
、
災
害
発

生
時
に
、
避
難
行
動
を
と
る
上
で
重
要
な
情

報
を
掲
載
す
る
「
足
寄
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」
を
改
定
し
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　
施
設
維
持
管
理
業
務
の
充
実
と
安
心
・
安

全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
を
引
き
続
き

図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　
汚
水
管
の
高
圧
洗
浄
や
カ
メ
ラ
調
査
を
計

画
的
に
行
い
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。
下
水
終
末
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
長
寿

命
化
の
た
め
に
計
画
的
な
改
築
を
進
め
て
お

り
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ

き
、
電
気
設
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い
サ

び
持
続
化
支
援
金
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と

商
品
開
発
等
の
観
光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
進
め
る
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
に
対
し

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
と
し
て
特

産
品
開
発
や
観
光
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業

　
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
、
土
地
の
位

置
付
け
の
明
確
化
を
進
め
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　

一
天
橋
外
１
橋
の
調
査
設
計
、
ポ
ン
沢
橋

外
２
橋
の
修
繕
等
を
行
う
ほ
か
、
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
策
定
業
務
に
お
い
て
管
理
橋
梁

１
１
９
橋
の
修
繕
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

町
道
整
備
等

　
総
合
計
画
の
年
次
計
画
に
基
づ
き
、
町
道

整
備
工
事
や
傷
ん
だ
舗
装
の
補
修
工
事
、
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
進
め
ま
す
。

公
園
事
業

　
里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業
と
し
て
、
旧
青

少
年
会
館
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
の
幹
線
園

路
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
公
園
長
寿
命
化
修
繕
事
業
と
し
て
、
山
手

通
公
園
の
遊
具
等
の
更
新
を
行
い
、
そ
の
ほ

か
の
公
園
に
つ
い
て
も
、
遊
具
等
の
保
守
点

検
結
果
に
基
づ
く
計
画
的
な
修
繕
を
進
め
ま
す
。

策
を
継
続
し
て
い
る
疾
病
も
あ
り
ま
す
。
農

家
に
と
っ
て
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
甚
大

な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
家
畜
伝
染
病
の

予
防
と
衛
生
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業

の
実
施
や
、
森
林
の
保
全
に
よ
り
、
健
全
な

森
林
資
源
の
維
持
造
成
を
推
進
し
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
、
森
林
整
備

の
推
進
、
人
材
育
成
と
担
い
手
確
保
、
森
林

行
政
の
体
制
強
化
を
柱
に
、
民
有
林
を
中
心

と
し
た
林
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
計
画
的
か
つ
効

果
的
に
進
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　
物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
も
収
ま

る
気
配
が
な
く
、
商
工
業
者
に
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
町
商
工
会
が
実
施
す
る
町
内
事
業
者
の
販

売
促
進
や
特
産
品
開
発
支
援
に
関
す
る
取
り

組
み
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に

対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
事

業
者
が
経
営
継
続
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事

業
を
行
う
場
合
に
町
商
工
会
が
支
援
を
行
う

小
規
模
事
業
振
興
補
助
金
や
、
認
定
特
定
創

業
支
援
等
事
業
に
よ
る
支
援
の
証
明
を
受
け
、

町
内
で
創
業
し
た
事
業
者
な
ら
び
に
創
業
後

の
事
業
継
続
に
支
援
を
行
う
足
寄
町
創
業
及
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令
和
５
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

豊
か
な
循
環
型
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
教
育
行
政
の
推
進

東海林弘哉教育長

教
育
行
政
の
基
本
方
針

　
足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
「
教
育
関
連
法
」

や
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」
お
よ
び
「
第

６
次
足
寄
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
な
ど
を

基
底
に
据
え
、
総
合
教
育
会
議
の
協
議
・
調

整
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
を
両
輪
と
し
て
、
豊
か
な
循
環
型
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
教
育
行

政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　
「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
可
能
性
を
引

き
出
す
教
育
の
推
進
」
と
し
て
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
に
則
っ

た
問
題
解
決
的
な
学
習
や
体
験
的
な
学
習
活

動
を
重
視
し
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
特
別
支

援
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
充
実
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
道
徳
教
育
、

国
際
理
解
教
育
の
充
実
、
体
力
・
運
動
習
慣

の
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
び
の
質
を
高
め
る
環
境
の
確
立

　
「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と
し
て
、
少
人

数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
、
長
期
休
業
中
の

学
習
機
会
の
提
供
、
家
庭
へ
の
啓
発
活
動
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
調
査
や
分
析
結
果
を
踏
ま
え

た
「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
を
示
し
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
よ
る
授
業

改
善
を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、
教
育
課
程
の

充
実
や
学
力
を
高
め
る
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
、
生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
指
導
の
下
、
学
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　
「
豊
か
な
心
」
で
は
、
教
育
相
談
や
「
特

別
の
教
科
道
徳
」
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推

進
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
読
書
に
つ
い
て

は
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
読
書
活
動
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
移
動
図
書
や
巡
回
配
本
、
図

書
館
司
書
の
学
校
訪
問
相
談
等
、
町
図
書
館

と
学
校
の
連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
足

寄
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
い

じ
め
を
積
極
的
に
認
知
し
重
大
事
態
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
指
導
し
ま
す
。
不
登
校
対
応
に

つ
い
て
は
、
学
校
・
保
護
者
・
関
係
機
関
の

連
携
強
化
を
図
り
、
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
健
や
か
な
体
」
で
は
「
全
国
体
力
・
運

動
能
力
運
動
習
慣
等
調
査
」
や
新
体
力
テ
ス

ト
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
、
体
育
・
保
健
体

育
の
改
善
や
体
力
づ
く
り
運
動
の
持
続
化
に

努
め
、
体
力
向
上
や
運
動
の
習
慣
化
を
図
り

ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　
食
育
で
は
、
栄
養
教
諭
と
連
携
し
て
食
に

関
す
る
指
導
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学

校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

ま
た
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
等
を
継
続
し
、
安
全
・

安
心
で
楽
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
子
育
て
や
人
口
減
少
の
対
策
と
し
て

引
き
続
き
小
・
中
・
高
の
児
童
・
生
徒
に
無

償
提
供
を
行
い
ま
す
。

国
際
理
解
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
国
際
理
解
教
育
で
は
、
国
際
交
流
員
を
活

用
し
た
小
学
校
の
英
語
教
科
や
外
国
語
活
動

お
よ
び
中
学
校
の
英
語
教
科
な
ど
の
支
援
を

図
り
、
英
語
力
の
向
上
や
異
文
化
理
解
な
ど

国
際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、

関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
協
力
・
調
整
を
図

り
、
地
域
人
材
の
活
用
や
職
場
訪
問
体
験
学

習
な
ど
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や

望
ま
し
い
職
業
観
、
勤
労
観
を
培
っ
て
い
き

ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
教
育

　
防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
各
教
科
の

関
連
内
容
の
学
習
や
定
期
的
な
実
施
訓
練
を

通
し
て
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
実
態
に
応
じ
た
危
機
管
理
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
評
価
・
改
善
を
図
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
一
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た
「
個
別
最
適

な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
き
め
細
か
な
複
式
教
育

や
長
期
欠
席
児
童
生
徒
へ
の
支
援
等
、
多
様

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
も
工
夫
し
て
い
き

ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
教
育
を
実
施
す
る
た
め
、
社
会
的
自
立

や
合
理
的
配
慮
を
踏
ま
え
た
個
別
の
教
育
支

援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展
開
や
学

習
支
援
員
の
継
続
配
置
、
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も
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民
を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
な
ど
、
国
際

交
流
員
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設

　
町
民
セ
ン
タ
ー
と
生
涯
学
習
館
を
「
町
づ

く
り
」「
人
づ
く
り
」
の
学
習
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
、
学
び
や
す
い
施
設
環
境
を
目
指

し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
充
実
す
る

よ
う
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携
他
、
魅
力
あ

る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
合
い
と
親

子
の
触
れ
合
い
な
ど
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
」
や
読
み
聞
か
せ
の
会
へ
の

支
援
等
、
子
ど
も
が
持
続
的
に
読
書
に
興
味
・

関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
読
書
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　
各
種
団
体
等
が
行
う
活
動
と
連
携
し
て
、

地
域
文
化
の
伝
承
や
創
作
活
動
等
を
意
図
的
・

計
画
的
に
支
援
し
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　
昨
年
度
、
入
館
者
数
が
累
計
50
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
企
画
・
運
営
の

工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な
ど
に
よ
り
入
館
者

数
の
増
加
に
努
め
、
本
町
の
象
徴
的
な
学
術

施
設
と
し
て
さ
ら
に
価
値
を
高
め
る
た
め
の

連
携
を
図
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
、
持
続
的
に

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
機
会
を
確
保
し
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
安
全
点
検
な
ら
び
に

計
画
的
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
り
組
み
と

並
行
し
て
、
指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
出
前
教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

【
足
寄
高
等
学
校
教
育
振
興
の
推
進
】

　
足
寄
高
等
学
校
の
存
続
・
２
間
口
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
足
寄
高
等
学

校
振
興
会
等
関
係
団
体
と
連
携
・
協
議
し
、

通
学
費
や
海
外
研
修
派
遣
、足
寄
町
学
習
塾
、

多
目
的
交
流
施
設
等
へ
の
支
援
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
振
興
策
に
つ
い
て
広
く
周
知
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
主
体
的
に
課
題

に
向
き
合
う
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
「
探
究

活
動
」
へ
の
支
援
も
行
い
、
高
等
学
校
教
育

の
質
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

素
材
を
生
か
し
た
自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！

あ
し
ょ
ろ
☆
冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
・
芸
術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
長
期
休
業
中
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
も

実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ
イ

パ
ル
足
寄
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
」

と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　
情
報
提
供
や
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
機
会

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と

足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」

等
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
多
様

で
豊
か
な
学
び
合
い
を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
女
性
の
活
躍
に
結
び
つ
く
学
習
機
会
や

情
報
提
供
を
通
し
て
、
女
性
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

国
際
交
流

　
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
に
加
え

て
、
保
育
園
児
の
英
語
遊
び
活
動
や
一
般
町

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
等
、
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　
校
舎
の
施
設
・
設
備
や
教
職
員
住
宅
の
修

繕
等
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
足

寄
町
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
継
続
し
、
休
日

の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
も
検
討
協

議
会
を
設
置
し
、
足
寄
ら
し
い
対
応
を
検
討

し
ま
す
。

　
町
内
全
小
・
中
学
校
に
導
入
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
地
域

学
校
協
働
活
動
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
全
て
の
学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
固
な
も
の
と
な
る
よ
う

基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　
「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育

　
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
時
期
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
踏
ま
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
し
、
自
立
と
共
生
に
富
ん
だ

豊
か
な
人
材
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
地
域

文部科学大臣表彰を受賞した
「チャレンジクラブ」

一般町民を対象とした
英会話教室
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令和５年度予算「主な事業」
　令和５年度のまちの予算の中から、主な事業についてお知らせします。

ふるさと足寄応援寄附推進事業　　４０００万円
　寄附金のクレジット納付による収入システム、
インターネットを利用した寄附申込システムによ
る寄附の募集と特産品のＰＲ・寄附 ・入金・顧客・
配送・在庫管理のサポートを活用し、ふるさと納
税 ( ふるさと足寄応援寄附金 ) をされた方へのお
礼として足寄町の特産品を贈呈し、寄附金収入の
確保および町の特産品を全国に向けてＰＲします。

住環境・店舗等整備補助金　　　　４０００万円
　住宅、中古住宅の購入、店舗・事務所等を対象
に、町内建設業者等により新築・改修・耐震診断・
耐震改修・基準に該当する老朽危険空き家の解体
を行う方に対し補助金を交付し、定住人口確保お
よび地域経済の活性化を図ります。

地域活性化推進事業（地域おこし協力隊）
２２２２万２千円

　観光や農林業、情報通信分野など本人の経験や
スキルを生かした地域活性化に資する提案を受け、
実際に活動を行う企画提案型地域おこし協力隊を
雇用し、定住・定着を図ります。

障害者地域生活支援センター運営経費
２２９９万１千円

　障がいのある方の重度化・高齢化や「親亡き後」
に備えるとともに、障がいのある方の地域移行や
地域の生活で生じる緊急事態に対応するため、地
域生活支援拠点として整備した足寄町障害者地域
生活支援センターの運営を行います。

伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金等一
体的実施事業

２２３８万１千円
　妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相
談に応じ、さまざまなニーズに即した必要な支援
につなぐ伴走型の相談支援の充実を図るとともに、
経済的支援（出産・子育て応援ギフト）を一体的
に実施します。

保護者負担金無償化事業　　　２０３６万９千円
　各保育所、家庭的保育事業、学童保育所の保護
者負担金を補助し、無償化することで子育て支援
を図ります。
町営温泉浴場運営経費　　　　２８１８万５千円
　令和５年４月１日にオープンした町営温泉浴場
「銀河の湯あしょろ」の管理運営を行います。

森林環境推進事業　　　　　　６５７３万３千円
　森林環境譲与税を活用し、町内民有林振興を目
的とした適正な森林施業の実施や森林資源の維持
造成につながる取り組みを進めます。

公園施設長寿命化修繕事業　　２７６９万３千円
　山手通公園の老朽化が著しいことから、遊具の
更新整備等を行います。また、その他の公園につ
いても点検結果に基づき、遊具や施設の修繕等を
行い公園の安全利用を図ります。

機器備品購入費（国民健康保険病院事業会計）
２６４５万６千円

　デジタルスケールベッド等の医療機器整備と医
師住宅の改修工事を実施します。

配水設備工事費（上水道事業会計）
７３０８万４千円

　配水管の敷設替工事等を実施し、上水道給水区
域の水の安定供給を図ります。

介護サービス施設建設費（介護サービス事業特別会計）
１億４７７万５千円

　介護サービス施設新築工事に向け、用地取得や
実施設計を行います。

公共下水道管渠等整備（公共下水道事業特別会計）
１億３４６２万４千円

　管渠新設工事、管渠実施調査設計等を実施します。

特別会計の主な事業

企業会計の主な事業

芽登小学校改修事業　　　　１億１８２万７千円
　芽登小学校校舎、体育館等の長寿命化を図るため、
屋根・外壁改修工事と排水管断熱工事を行います。
併せて障がい児対応の内部改修を実施します。

里見が丘公園整備事業　　　　６８０８万９千円
　町民の健康づくりと新たな観光資源としてさら
なる活用を目的に「里見が丘公園再整備基本計画」
に基づいた、再整備事業を実施します。本年度は、
野球場周辺の園路整備等を実施します。

足寄高校生海外研修派遣事業　３８２６万２千円
　足寄高等学校存続の取り組みの一助として、特
色ある学校づくりを支援し、２年生を姉妹都市ウ
ェタスキウィン市に派遣し、研修を通して国際社
会に対応する豊かな人間育成を図ります。

農業担い手育成支援事業　　　３６２５万２千円
　足寄町新規就農者誘致促進条例等に基づき、新
規就農に向けた支援や就農後の経営安定に向けた
支援を行い、地域農業の担い手確保と活性化を図
ります。

足寄町学習塾運営経費　　　　　　３６８３万円
　足寄高等学校の生徒の学力向上を支援し、同校
の魅力アップを図るため、足寄町学習塾の運営を
行います。



足寄ふるさと

ラワンぶきまつり
２０２３

　
６
月
25
日
、
４
年
越
し
と
な
る
足
寄
ふ
る
さ

と
ラ
ワ
ン
ぶ
き
ま
つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
、

山
下
昇
会
長
）
が
道
の
駅
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー

ル
21
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
観
光
客

や
家
族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
０
人

が
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
雌
阿
寒
太
鼓
保
存
会

が
登
場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
。
町

民
ス
テ
ー
ジ
に
は
町
内
の
小
中
高
校
の
吹
奏
楽

部
が
出
演
し
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ラ

ワ
ン
ぶ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売
会
が
行
わ
れ
、
開

始
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
並
び
す
ぐ
に
売
り

切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
町
商
工
会

女
性
部
な
ど
に
よ
る
出
店
で
は
、
ラ
ワ
ン
ぶ
き

を
使
用
し
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
多
く
の

人
々
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
内

で
は
Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
青
年
部
（
鳥
羽
翔
太
青
年

部
長
）
が
牛
乳
・
乳
製
品
需
要
拡
大
事
業
の
一

環
と
し
て
、
牛
乳
の
無
料
配
布
、
ク
イ
ズ
大
会

で
は
景
品
と
し
て
チ
ー
ズ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

カ
マ
ス
挙
げ
大
会
は
女
性
の
部
（
20
キ
ロ
）

に
３
人
、
男
性
の
部
（
30
キ
ロ
）
に
10
人
が
出

場
し
ま
し
た
。
女
性
の
部
で
は
佐
々
木
瑠
奈
さん

が
、
男
性
の
部
で
は
田
中
隼
人
さん
が
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
ラ
ワ
ン
ぶ
き
わ
な
げ
大
会
で
は
、

輪
が
入
ら
ず
参
加
者
全
員
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ

る
中
、
山
内
康
平
さん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

JA あしょろ青年部による牛乳配布 ロータリークラブのラワンぶき即売会

ラワンぶき
わなげ大会
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ありがとうございます！
　　　　　　　田中さん

雌阿寒太鼓保存会

足寄中学校吹奏楽部

足寄ジュニアブラスバンド・
足寄高等学校吹奏楽局

Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
青
年
部

ク

イ

ズ

大

会

町民ステージショー

カマス挙げ大会

ラワンぶき
わなげ大会

家にある20キロの牛
の餌で練習したかい
がありました！
　　　　　佐々木さん

女
性
の
部
優
勝

佐
々
木　

瑠
奈
さ

ん

男
性
の
部
優
勝

田
中　

隼
人
さ
ん

子どもの応援のおか
げで優勝できました！
　　　　山内康平さん

うれしかったです！
　　　　　晴士朗さん

優
勝
し
た

山
内　

康
平
さ

ん

　
　
　
　

晴
士
朗
さ

ん

　
　
　
　
　
　
　

親
子　
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今
年
も
螺
湾
ブ
キ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
爽
や
か
な
山
の
風
味
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の

食
感
。
大
き
く
て
柔
ら
か
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
町
自
慢
の
特

産
品
で
す
。

　
足
寄
小
学
校
の
２
年
生
を
対
象
に
し
た
食
育

授
業
「
ラ
ワ
ン
ブ
キ
の
青
空
教
室
」
が
鳥
羽
農

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
身
長
よ
り

も
大
き
な
螺
湾
ブ
キ
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、

ス
ケ
ッ
チ
を
し
ま
し
た
。
教
室
の
最
後
に
児
童

か
ら
「
螺
湾
ブ
キ
の
課
題
は
何
で
す
か
」
と
質

問
さ
れ
る
と
、
講
師
の
鳥
羽
昇
子
さん
は
「
螺
湾

ブ
キ
を
作
る
作
業
は
す
べ
て
人
の
手
で
行
っ
て

い
て
重
労
働
な
と
こ
ろ
で
す
」
と
答
え
、
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
期
は
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校

で
提
供
さ
れ
る
給
食
に
螺
湾
ブ
キ
が
登
場
し
ま

す
。
児
童
ら
は
「
お
い
し
い
」
と
大
き
く
口
を

開
け
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
で
は
螺
湾
ブ
キ
の

き
ん
ぴ
ら
が
登
場
し
、
園
児
た
ち
は
旬
の
味
覚

を
味
わ
い
ま
し
た
。

１．阿部農場（阿部喜一さん）の
　　自生螺湾ブキの収穫
２．収穫したフキは箱詰めされ全
　　国へ
３．ラワンブキバター醤油パスタ
　　に大満足
４．ラワンブキみそごはん
５．「ラワンブキの青空教室」で
　　　螺湾ブキの苗を観察
６．葉の模様まで観察してスケ　
　　ッチ
７・８．おいしいフキのきんぴら
　　　　に大喜び
９．�鳥羽農場（鳥羽翔太さん）の
ラワンぶき狩り

足
寄
の
初
夏
の
味
覚

足
寄
の
初
夏
の
味
覚

北
海
道
遺
産
「
螺
湾
ブ
キ
」

北
海
道
遺
産
「
螺
湾
ブ
キ
」

2

8

5

3

4

7

１

6

9
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２０２３体育祭・運動会２０２３体育祭・運動会

６月10日　大誉地小学校 ・上利別保育所合同大運動会６月10日　大誉地小学校 ・上利別保育所合同大運動会

５月27日　足寄中学校体育祭５月27日　足寄中学校体育祭

６月３日　足寄小学校大運動会６月３日　足寄小学校大運動会

６月９日　芽登小学校 ・保育所運動会６月９日　芽登小学校 ・保育所運動会

６月10日　螺湾小学校合同大運動会６月10日　螺湾小学校合同大運動会

11112023.７
広報あしょろ



ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
写真をご希望の方は広報広聴担当まで

1212 2023.７
広報あしょろ

大きくなあれ！

多世代交流の場
　ボランティアグループ「チームオレンジあ
しょろ」が運営する「ひだまりカフェ」が１
周年を迎え、子育て中のお母さんを中心とし
た「虹色ぱれっと～お母さんのがっこう足寄
～」（三宅仁美代表）と南区コミュニティセ
ンターで交流会を開催し23人が参加しました。
参加者はスイーツを食べながら、サポーター
や子どもたちと交流しました。

町認定こども園どんぐりでＪＡあしょろ青年部の
協力のもと畑づくりが行われました。

5/195/19

　日本ハムファイターズベースボールアカデ
ミー道新野球教室（主催：北海道新聞あしょ
ろ販売所）が里見が丘野球場で市川卓さんと吉
田侑樹さんを招いて開催され、足寄・陸別野球
少年団、足寄・本別・勇足中学校野球部の合
同チームの計40人が参加しました。
　児童らは基本的なキャッチボール、ボール
の握り方等について指導を受けました。

元野球選手からの指導

5/185/18 5/255/25

らいおん組らいおん組 ぱんだ組ぱんだ組

5/185/18

5/195/19

夢に向かってがんばろう！
　足寄小学校（大宮秀夫校長）でファイター
ズベースボールアカデミー「足小特別授業」
（主催：町教育委員会）を開催しました。
　６年生に特別講演として吉田侑樹さんが小さ
い頃の夢や、ファイターズでの練習について
話をし、４・５年生は市川卓さんからボールの
上手な投げ方などを教わりました。



ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
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町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

美しい景観づくりのために

　水泳少年団に加入していない児童を対象と
したジュニア水泳教室（町教育委員会主催、
全６回）が温水プール（原田慎一館長）で開
かれました。初めに原田館長が「楽しみなが
らも、先生たちの話をよく聞いてください」
とあいさつをしました。
　その後、町水泳協会会員のもと、水泳の基
礎を学び、子どもたちは練習に取り組みました。

足寄町家畜品評会

楽しく泳ごう！

　足寄高校を存続させる会（会長：渡辺俊一
町長）の総会が町民センターで開催されました。
　丸山晃徳副町長は「２クラス維持は重要で
入学してもらえる取り組みを続けていかなけ
ればならない」とあいさつしました。事務局
（町教育委員会）からは町の支援現状や生徒
の推移状況等が報告され、足寄高校の渋谷圭
校長から授業計画の説明が行われました。

6/26/2
　第61回足寄町家畜品評会（主催：足寄町農
業協同組合）が愛冠農協畜産センターで４年
ぶりに行われました。
　品評会では和牛の月齢などの６部門に分か
れ、審査員が発育状況や体形を審査しました。
また、各部門の１席の中から選ばれる最高位
賞は第２部（10カ月以上15カ月未満）の大原
裕樹さん（中足寄）の「めい」が獲得しました。

　地域や企業の方が道路の美化清掃を行うボ
ランティアサポートプログラムによる、国道
沿いの花壇の整備が行われました。
　町内企業などの会員約60人が参加して、あ
しょろ銀河ホール21前から両国橋までの国道
241号線沿いにサルビアやマリーゴールドな
どの苗を植えました。

6/196/19

足寄高校存続のために5/265/26

6/146/14
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

交通規制のお知らせ交通規制のお知らせ

林業就職相談会を開催します

詳　細　役場建設課土木担当
　　　　☎２８－３８６４

詳　細　役場経済課林業振興担当
　　　　☎２８－３８６２

　会場内に足寄町の７社が個別ブースを出展し、
企業と直接話をすることができる相談会を開催
します。
　「林業ってどんな仕事…？」という方でも参
加はＯＫ！アットホームな雰囲気で話が聞ける
ので、転職や移住を考えている方にもぜひおす
すめのイベントです。年齢性別不問、開催時間内
でお好きな時間にお越しください。
　林業が分からない方、すぐに就
職を希望される方、転職する業界
に迷っている方など、お気軽にご
参加ください。
日時：８月11日（金）午前10時～午後３時
場所：とかちプラザ　アトリウム（帯広市西４
　　　条南13丁目）
参加企業：足寄町森林組合、㈱イエツネ林業、
　　　　　岡崎木材㈱、㈲後藤組、佐野産業㈱、
　　　　　宮口産業㈱、㈲三共木材

橋梁長寿化修繕（ポン沢橋・一の沢橋）工事
工事箇所：稲牛（町道稲牛拓進線）
工事期間：11月下旬まで
※工事作業中は一時期間通行止めとなります。

里見が丘公園整備（幹線園路３）工事
工事箇所：里見が丘
工事期間：11月下旬まで
※工事作業中は通行止めとなります。
　公園園路工事に伴いキャンプ場・地下歩道は
　６月30日から閉鎖しています。

詳　細　役場建設課土木担当
　　　　☎２８－３８６４
　　　　役場建設課管理・都市計画担当
　　　　☎２８－３８６５

←足寄市街地

スキー場

旧青少年会館

キャンプ場

一の沢橋

ポン沢橋

町道足寄白糠線稲牛川
ポン稲牛橋

国道２７４号線

小型充電式電池は燃やさないごみ
ではありません‼

　十勝管内の収集ごみは、帯広市にある一般廃
棄物中間処理施設「くりりんセンター」に運搬
されています。センターでは、リチウムイオン
電池などの小型充電式電池を出火原因にした火
災等が、何度も発生しています。
　原因は分別誤りや分別不十分による混入です。
火災で施設の機械が損傷すると、ごみの搬入停
止、機械の修繕にも莫大なお金がかかります。
また働く方の命を脅かす可能性もあります。
■ごみとして出す場合は、有害ごみ
　製品から電池部分を取り外し、透明の袋に入
れて、有害と袋に書いてごみステーションに出
しましょう。分解できない場合は、透明の袋に「電
池付き」と書いて金属類として出しましょう。
■小型充電式電池とは？
　スマホ、コードレス家電（充電式掃
除機等）、電気シェーバー、加熱式タ
バコ等に使用されている電池が該当し
ます。
詳　細　役場住民課住民生活担当
　　　　☎２８－３８５８

町道稲牛拓進線

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info



20歳以上の女性の皆さんへ
子宮・乳がん検診費用助成クーポンのご案内

15152023.７
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Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

国民健康保険からのお知らせ
第三者行為によるけがや病気の調査にご協力ください

　第三者行為とは、自分以外の人（第三者）の行為によってけがを負ったり、病気になったりした
場合のことをいいます。この場合の医療費は、原則加害者が負担するものとされています（被害者
に過失がある場合は、過失割合に応じた医療費を加害者に請求します）。

詳　細　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

〇保険証は使えるの？
　加害者から医療費の支払いを受けるまで、被害者が医療費を肩代わりするのは大きな負担になり
ます。そこで、役場に「第三者行為による傷病届」を提出することで、国保の保険証を使って自己
負担を２割または３割に抑えることができます。
〇負傷原因調査にご協力ください
　第三者行為によるけが・病気は、当事者からの届け出がないと一般のけが・病気と区別
することが困難です。そのため、治療歴から第三者行為が疑われる方に対して、文書で負
傷原因を確認しています。昨年度から「北海道国民健康保険団体連合会」という団体へ委
託して調査を実施しています。負傷原因の調査が来ましたら、ご協力をお願いします。
注）示談は慎重に！加害者と示談が成立すると、示談の内容が優先されます。内容によっては国保
で負担した医療費を加害者に請求できなくなり、被害者の方に請求する場合もあるため示談の前に
役場に届け出をお願いします。

交通事故 けんか 他人のペットによるけが

　帯広や町内医療機関での子宮頸がん、乳がんの検診費用の一部を町が負担し、集団検診と同様の
金額でご自分の都合の良い時に受診が可能です。
　子宮がん・乳がんのどちらも早期発見により適切な治療が行われれば良好な経過が期待できます。
ぜひ、日々の健康管理にご活用ください。
※集団検診（子宮がん、乳がん）との両方を受診することはできません。

子宮頸がん検診 乳がん検診

受診可能
医療機関

帯広厚生病院・帯広協会病院・慶愛病院
慶愛女性クリニック・坂野産科婦人科
帯広レディースクリニック・足寄町国保病院

帯広厚生病院・帯広協会病院・北斗病院
帯広第一病院・上徳整形外科乳腺外科
めぐみ乳腺クリニック

対　象　者
(上限なし ) 今年度、20歳以上の町民 今年度、30歳以上の町民

検診内容 問診・視診・内診・頸部細胞診
※体部細胞診は医師が必要と認めた方のみ

問診・マンモグラフィー検査
（30～40歳代：２方向・50歳以上：１方向）

自己負担額
子宮頸がん検診　　　１,４００円
子宮体がん検診　　　 ９００円
※生活保護受給者は無料

30～40歳代（２方向）　　２,１００円
50歳以上（１方向）　　　１,６００円
※生活保護受給者は無料

受診方法
１．町へ申し込み
２．町の発行する「助成クーポン券」を持参
して個別に受診

※病院によって要予約

１．町へ申し込み
２．町の発行する「助成クーポン券」を持参
して個別に受診

※病院に要予約
受診期間 令和６年３月29日までに受診

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１

お知らせ

Ashoro
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お知らせ
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Info
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町
税
は
大
切
な
自
主
財
源

�

～
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
～

　
町
税
（
町
・
道
民
税
、
法
人
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）
は
、
皆
さ

ん
に
福
祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

自
主
財
源
で
あ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
ご

負
担
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

適
正
な
医
療
給
付
等
を
行
う
た
め
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
ご
負
担
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

▼
税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　
税
金
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の
保
有
状
況

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ
た
方
は
定

め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財
産
の
調
査
や
家

屋
、
事
務
所
内
の
捜
索
等
を
行
い
、
法
に
従

っ
て
財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・

不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え
等
（
滞
納
処

分
）
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
割
合

で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
で
き
な
い
場
合
は
必
ず
相
談
を
！

　
病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
に
よ

る
収
入
減
少
な
ど
納
付
で
き
な
い
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も
早
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
滞
納
を
放
置
し
て
差
し
押
さ
え
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
と
、
経
済
的
な
不
利
益
や

社
会
的
信
用
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

町税の収納率滞納処分件数・金額実績

上段：令和４年度　下段：令和３年度かっこ内は税金に充てた金額（延滞金を含む）

税　目 過年度からの
滞納繰越分

現年度
課税分

町・道民税   37.6％ 99.8％
  43.3％ 99.8％

法人町民税 - 100.0％
- 100.0％

固定資産税   32.5％ 99.8％
  37.5％ 99.9％

軽自動車税   70.2％ 99.4％
  29.6％ 99.5％

国 民 健 康
保 険 税

 56.3％ 98.6％
 54.3％ 99.2％

処分財産 令和２年度 令和３年度 令和４年度

給 与 ４件 ０件 ０件
（207千円） （０円） （０円）

預 貯 金 ７件 ７件 12件
（601千円）（748千円）（614千円）

生命保険 １件 ０件 ０件
（93千円） （０円） （０円）

不 動 産 ０件 ０件 ０件
（０千円） （０円） （０円）

そ の 他
（売掛金など）

９件 ０件 １件
（4,501千円） （０円） （46千円）

詳　
細

　
日
本
年
金
機
構　
帯
広
年
金
事
務
所
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ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
免
除
期
間
は
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
免
除
な
ど
の
承

認
を
受
け
て
い
れ
ば
、
当
該
要
件
の
対
象
期

間
と
な
る
の
で
万
一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

◆
免
除
等
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
令
和
５
年
度
の
免
除
等
の
申
請
受
け
付
け

は
７
月
１
日
か
ら
行
っ
て
お
り
、
対
象
と
な

る
期
間
は
令
和
５
年
７
月
分
か
ら
令
和
６
年

６
月
分
ま
で
の
１
年
間
分
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
方
は
国
民
年
金

担
当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
収
入
が
下
が
っ
た
場
合
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
申
請
は
令
和
５
年
６
月
分
ま

で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

免除区分と受給資格
老 齢 基 礎 年 金 障害基礎年金

遺族基礎年金
（受給資格期間への算入）

受給資格期間
への算入

年金額への反映
（反映割合）

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○ ○
（1/2） ○

一部
納付

４分の１納付

○

○
（5/8）

○２分の１納付 ○
（6/8）

４分の３納付 ○
（7/8）

納付猶予
学生納付特例 ○ × ○

未　　納 × × ×

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
収
納
担
当
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固
定
資
産
税
（
家
屋
）
と
は

　
毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
で
家

屋
（
住
宅
・
店
舗
・
物
置
等
）
を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
資
産
の
評
価
額
を
基
に
算

定
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
資
産
が
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
本
年
中
（
１
月
～
12
月
）
に
新
築
や
増
改

築
さ
れ
た
家
屋
は
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
す
。

税
額
の
計
算
方
法

（
課
税
標
準
額
）　　
　
（
税　

率
）

評　
価　
額　
×　
１
・
４
％
＝　
税　
額

固
定
資
産
税
の
対
象
（
家
屋
）

　
家
屋
と
は
、
屋
根
お
よ
び
周
壁
ま
た
は
こ

れ
に
類
す
る
も
の
を
有
し
、
土
地
に
定
着
・

固
定
し
た
（
基
礎
等
）
建
物
で
あ
っ
て
、
そ

の
目
的
と
す
る
用
途
に
供
し
え
る
状
態
に
あ

る
も
の
を
い
い
ま
す
（
不
動
産
登
記
規
則
第

１
１
１
条
）。

　
プ
レ
ハ
ブ
や
ア
ル
ミ
製
サ

ン
ル
ー
ム
、
ス
チ
ー
ル
製
の

車
庫
等
の
簡
易
な
家
屋
で
も
、

設
置
の
状
況
等
に
よ
り
20
㎡
以
上
の
広
さ
が

あ
る
建
物
は
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ポ
ー
ト
や
塀
、
門
扉
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
等
の
上
に
設
置
し

て
い
る
物
置
な
ど
土
地
に
定

着
し
て
い
な
い
建
物
は
課
税

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◎
建
物
を
新
築
や
増
築
し
た
と
き

　
不
動
産
登
記
法
に
よ
り
、
新
築
や
増
築
し

た
場
合
は
法
務
局
に
建
物
登
記
申
請
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
が
受
理
さ
れ
る

と
、
法
務
局
か
ら
町
に
登
記
に
関
す
る
通
知

が
あ
り
ま
す
の
で
、
固
定
資
産
の
所
有
者
と

し
て
、固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
内
に
登
記
申
請
が
で
き
な
い

場
合
は
「
不
動
産
取
得
申
告
書
」
を
町
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
固
定
資
産
補
充
課
税
台

帳
に
登
録
し
て
課
税
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　
家
屋
（
車
庫
や
物
置
等
も
含
む
）
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
役
場
住
民
課
課
税
担
当
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
職
員
が
現
地
を
見

て
滅
失
の
確
認
を
し
た
翌
年
度
か
ら
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
を
さ
れ
て
い
る
家
屋
は
、
法

務
局
で
滅
失
登
記
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
町
へ
の
連
絡
だ
け
で
は
、
登
記
は
抹

消
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

　
売
買
や
相
続
等
で
所
有
者
を
変
更
し
た
と

き
は
「
固
定
資
産
（
未
登
記
家
屋
）
異
動
届

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
し
て
い
た
だ
い
た
翌
年
度
か
ら
名

義
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
を
さ
れ
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
申
請
（
名

義
変
更
）
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
登
記
簿
上

の
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続
登
記
が
完
了
し

て
い
な
い
場
合
、
そ
の
固
定
資
産
は
現
所
有

者
（
通
常
は
相
続
人
）
の
共
同
財
産
と
な
り
、

相
続
人
全
員
が
連
帯
し
て
納
税
義
務
を
負
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
所
有
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
代
表
者
を
選
ん
で
い
た
だ
き
「
相
続

人
代
表
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所
有
者
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
相
続
人
代
表
指
定
届
兼
固
定
資
産
現
所

有
者
申
告
書
」
は
登
記
完
了
ま
で
の
間
、
納

付
書
等
を
確
実
に
納
税
義
務
者
へ
送
付
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
名
義
が
変
わ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
現
所
有
者
の
届

け
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
届
け
出
の
期

限
は
、
自
身
が
現
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
３
カ
月
以
内
と
な
り
ま
す
。

家
屋
実
地
調
査
に
ご
協
力
を

　
家
屋
や
車
庫
、
物
置
等
を
新
築
・
増
築
・

改
築
し
た
方
を
対
象
に
、
家
屋
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産

税
の
評
価
額
を
算
出
す
る
た
め
の
も
の
で
、

間
取
り
や
使
用
資
材
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
や
土
地
の
課
税
漏
れ
や
軽
減

措
置
の
適
用
が
正
し
く
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
た
め
、
固
定
資
産
評
価
補
助
員
が
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　
細　
役
場
住
民
課
課
税
担
当
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児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　
両
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
（
母
）
親

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
心

身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

【
支
給
対
象
】

　
18
歳
ま
で
の
児
童
（
18
歳
に
達
し
た
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
）

を
扶
養
し
て
い
る
母
（
父
）
や
、
母
（
父
）

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

【
支
給
月
額
】

児
童
が
１
人
の
場
合

　
全
額
：
４
４
１
４
０
円

　
一
部
：
４
４
１
３
０
円
～
１
０
４
１
０
円

※
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
に
は
減
額
さ
れ

一
部
支
給
と
な
り
ま
す
。

児
童
２
人
目
の
加
算
額

　
全
額
：
１
０
４
２
０
円

　
一
部
：
１
０
４
１
０
円
～
５
２
１
０
円

児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　
全
額
：
６
２
５
０
円

　
一
部
：
６
２
４
０
円
～
３
１
３
０
円

【
支
給
月
】

１
月
、
３
月
、
５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
が
い
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

児
童
を
育
て
て
い
る
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
】

　
精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
の
父
、
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
手
当
に
は
、
児
童
の
障
が
い
の
状
態
に
よ

っ
て
１
級
と
２
級
が
あ
り
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

　
１
級
：
５
３
７
０
０
円

　
２
級
：
３
５
７
６
０
円

【
支
給
月
】
４
月
、
８
月
、
11
月

注
意
事
項

・
受
給
者
本
人
ま
た
は
同
居
親
族
の
所
得
が

所
得
制
限
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

・
昨
年
度
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
で
も
、
令
和
５
年
度
（
令
和
４
年
分
）

所
得
に
よ
り
、受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
対
象
者
の
方
に
は
７
月
下
旬
ご
ろ

に
役
場
か
ら
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
細　
役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
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～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間
で
す

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は

　
全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

今
年
で
73
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
事

件
（
犯
罪
）
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て
の

人
の
望
み
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る

こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立
ち

直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を

生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る

こ
と
も
ま
た
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
運
動
を
広
く
周
知
し
理
解

と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
毎
年
７
月
に
町
防

犯
協
会
等
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
別
地
区
保
護
司
会
足
寄

町
分
区
に
は
13
人
の
保
護
司
が
お
り
、
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
た
め
、
見
守
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
、
指

導
、
犯
罪
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
や
支
援
団
体
で
も
ポ
ス
タ
ー
の
掲

出
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
広
報
活
動
に
加
え
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
生
き
づ
ら
さ
を
包
み
込
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
実
現
す
る
た
め
に
い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
、
そ
し
て
、
自
分
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
28

－

３
８
５
８

法務省ＨＰ

法務省
YouTube
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令和５年度国民健康保税の税率改正のお知らせ

　国民健康保険制度は、病気やけがをした際に安心して医療を受けられるように、国保に加入している方
が国保税を出し合って医療費負担に備える「相互扶助」の精神を基本とした社会保険制度です。
　町の国保財政は、新型コロナウイルス感染症大に伴う景気後退や急激な高齢化の進展（団塊の世代の後
期高齢者医療制度への移行）による医療費増大の影響を受けて２年連続の赤字となりました。令和３年度
からの累積赤字額（＝基金取崩額）は約３６００万円に上ります。
　このため、令和５年度においても基金の取り崩しによる税負担の軽減を図りつつ、国保税の税率改正を
実施し、国保加入者の皆さんにも負担増をお願いすることとなりました。

詳　細　　役場住民課保険担当　☎２８－３８５７

　今回の税率改正と、賦課限度額の引き上げ状況は右
表のとおりです。
　今回の改正では、均等割（１人当たりいくら）はほ
ぼ据え置きとしていますが、平等割（１世帯当たりい
くら）と所得割は３区分（医療分・後期支援金分・介
護分）でそれぞれ引き上げています。これは、令和12
年度に予定されている統一保険料の実施（道内の国保
税率が統一されること）に備えて、税額の割合を段階
的に調整しているためです。
　また、令和５年度は国の法律改正によって賦課限度
額の引き上げも実施します。限度額の引き上げにより、
３区分合計の賦課限度額が１０２万円から１０４万円
に２万円引き上げられます。

▶税率改正と賦課限度額の引き上げ状況
区分 改正前 改正後 増減

医
療
分

所得割 6.82％ 7.50％ 0.68％
均等割 26,900円 26,900円 0円
平等割 21,400円 24,000円 2,600円
限度額 65万円 65万円 0円

後
期
支
援
金
分

所得割 2.57% 2.75% 0.18%
均等割 9,000円 9,000円 0円
平等割 7,100円 7,800円 700円
限度額 20万円 22万円 2万円

介
護
分

所得割 1.60% 1.80% 0.20%
均等割 7,400円 8,000円 600円
平等割 4,700円 5,200円 500円
限度額 17万円 17万円 0円

　子育て世帯への支援策として、令和４年度より子ども（未就学児）に係る均等割分が半額となり
ました。子どもの均等割軽減は、低所得世帯に対する法定軽減（２割・５割・７割軽減）後の税額
にも適用されます。
※７割軽減世帯の場合、法定軽減後の３割負担がさらに半額になるので、１．５割負担となります。

▶子ども（未就学児）の均等割軽減の実施

▶税率改正による影響（モデルケースでの試算）
　基礎控除は43万円、子どもの均等割軽減を適用、１００円未満の端数は切り捨てで表示しています。

【モデルケース①　夫婦２人・子ども１人】 【モデルケース②　夫婦（高齢者）２人】

改正前年税額（Ａ）３２３，５００円
改正後年税額（Ｂ）３４６，４００円
増　減（Ｂ－Ａ） 　２２，９００円

改正前年税額（Ａ） ９４，２００円
改正後年税額（Ｂ） ９９，９００円
増　減（Ｂ－Ａ） 　５，７００円

令和４年中の所得
・世帯主（73歳）：年金所得90万円
・妻（71歳）：年金所得０円
※５割軽減適用世帯

令和４年中の所得
・世帯主（41歳）：営業所得２００万円
・妻（35歳）：給与所得65万円
・子（４歳）１人：所得なし
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■保険証が新しくなります（橙色→黄色）
　

　現在ご使用の保険証（橙色）の有効期間が本年７月31日をもって
満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、 
黄色の保険証をご使用ください。

　◎限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並み
　　　　　　　　　　　Ⅱに該当する方

詳　細　　北海道後期高齢者医療広域連合　　☎０１１－２９０－５６０１
　　　　　役場住民課保険担当　　　　　　　☎２８－３８５７

新しい保険証は黄色です

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）
　限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）
　現在ご使用の減額認定証（水色）の有効期間が本年７月31日をもって
満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証および限度証を
交付しますので、８月１日からは黄緑色の減額認定証および限度証をご
使用ください。
　新たに必要となる方は、次の交付要件に該当することを確認の上、役
場住民課保険担当へ申請してください。
※有効期間は１年間です。

　◎減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◇後期高齢者医療制度のお知らせ

保険証（被保険者証）が一斉更新されます

区分Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次に該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

　※公的年金控除は80万円を適用

　※給与所得がある場合、その金額から10万円を控除

現役並みⅢ
・住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一世

　帯にいる被保険者の方

現役並みⅡ
・現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が３８０万円以上の被

　保険者と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ
・現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世

　帯にいる被保険者の方

新しい減額認定証および限度証は黄緑色です

新しい保険証（黄色）

新しい減額認定証（黄緑色）

新しい限度証（黄緑色）

〇新しい保険証の有効期限は令和６年７月31日です。
〇紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、
　役場住民課保険担当までお申し出ください。
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あ
な
た
は
何
を
選
び
ま
す
か
？

詳　
細　

　
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
28

－

０
７
２
２

　
役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
28

－

３
８
５
４

介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く
り

Step1

　

町
で
は
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
、
た
ま

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金
で
き
る
「
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
社
会
参
加
や
地
域
貢
献
を
す
る
こ
と

で
、
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
40
歳
以
上
の
方
で
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

活
動
内
容

　
傾
聴
、
話
し
相
手
、
芸
能
等
の
披
露
、
趣

味
活
動
の
相
手
、
掃
除
・
洗
濯
物
の
補
助
、

窓
ふ
き
、
草
取
り
等

※
人
と
話
す
の
が
得
意
な
方
、
そ
う
で
な
い

方
も
ご
自
身
に
合
っ
た
活
動
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

登
録
研
修
は
、
登
録
者
毎
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
の
交
流
や
活
動
の

場
を
増
や
し
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
行
え

る
よ
う
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
流
れ

　
登
録
研
修
を
受
け
「
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
手
帳
」
と
「
名
札
」
を
受
け

取
り
ま
す
。

Step2　
初
回
活
動
は
、
希
望
す
る
日
時
・
施

設
・
活
動
等
を
事
務
局
へ
相
談
し
、
事

務
局
が
受
け
入
れ
施
設
と
調
整
を
行
い

ま
す
。
調
整
し
た
日
時
に
、
施
設
を
訪

ね
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
（
２

回
目
以
降
の
活
動
は
、
施
設
担
当
者
と

直
接
相
談
・
調
整
し
て
く
だ
さ
い
）。

初
回
活
動
調
整

Step3　
予
定
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
終

了
し
た
後
、
施
設
職
員
に
終
了
し
た
旨

を
報
告
し
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

手
帳
」
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
付
与

Step4　
毎
年
３
月
に
ポ
イ
ン
ト
の
換
金
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。
申
請
に
応
じ
た
額

が
町
か
ら
ご
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
（
１
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
円
。
年
間

５
０
０
０
円
を
上
限
）。

ポ
イ
ン
ト
の
換
金

◎
ご
存
じ
で
す
か
？
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

◎
お
も
ち
ゃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
！

お
家
で
眠
っ
て
い
る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

を
治
療
（
修
理
）
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ド
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
こ
ど
も
の
宝
物
（
お
も

ち
ゃ
）
を
治
し
新
し
い
生
命
を
吹
き
込
む

こ
と
で
、
笑
顔
を
守
り
、
物
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
る
活
動
で
す
。

対
象
者

　
町
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
お
も
ち
ゃ
は
、
電

池
で
動
く
物
か
ら
、木
材
、

ぬ
い
ぐ
る
み
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
の
修
理
に
特
技
を

生
か
し
て
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

活
動
内
容

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
月
１
回
程
度
活

動
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。年
に
数
回
、

勉
強
会
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
直
接
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

　
初
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
勉
強

会
開
催
を
８
月
９
日
に
予
定
し
て
い
る
た

め
、
初
回
の
応
募
期
限
を
７
月
28
日
と
し

ま
す
。
以
降
、
随
時
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ク
タ
ー
体
験
・
勉
強
会

日
程　
８
月
９
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
会
議
室
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～
高
齢
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

～
高
齢
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
～

足
寄
町
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　
高
齢
者
保
健
福
祉

　
　
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
と
は

　
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
の
体
制
整
備

を
図
る
た
め
、
町
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方
が
、

依
頼
の
あ
っ
た
町
内
の
高
齢
者
宅
や
施
設
を

訪
問
す
る
制
度
で
す
。

　
世
間
話
を
し
な
が
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る

関
係
を
つ
く
り
、
孤
独
感
や
不
安
の
軽
減
、

困
り
ご
と
相
談
な
ど
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
お
聞
き
し
た
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

を
役
場
等
の
関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
役
割
を

担
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
ど
ん
な

　
　
活
動
を
し
て
い
る
の
？

●
見
守
り

　
ご
自
宅
へ
の
訪
問
は
、
高
齢
者
の
方
へ
の

見
守
り
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
が
「
い

つ
も
と
様
子
が
違
う
」
と
い
っ
た
異
変
に
気

付
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
へ
連
絡
が
入

り
ま
す
。
定
期
的
に
訪
問
す
る
モ
ニ
タ
ー
だ

か
ら
こ
そ
、
異
変
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
話
し
相
手

　
何
気
な
い
世
間
話
を
通
じ
て
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
方
の
気
分
転
換
や
、
認
知
症

予
防
を
図
り
ま
す
。
ま
た
施
設
へ
訪
問
の
際

は
、
入
所
者
の
方
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

世
間
話
の
ほ
か
一
緒
に

歌
を
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

●
悩
み
や
困
り
ご
と
の
「
橋
渡
し
役
」

　
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
な
ど
を
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
つ

な
げ
る
橋
渡
し
役
と
な
り
ま
す
。
相
談
な
ど

の
情
報
を
も
と
に
、
そ
の
方
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
を
関
係
機
関
で
話
し
合
い
、

困
り
ご
と
の
解
消
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
研
修
へ
の
参
加

　
高
齢
者
の
方
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
心
配
ご
と
や
要
望
な
ど

を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
「
傾
聴

セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
研
修
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
訪
問
先
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の

訪
問
先
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
誰
か
に
話
し
相
手
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
相
談
す
る
相
手

が
ほ
し
い
」「
離
れ
て
住
ん
で
い
る
家
族
を

定
期
的
に
訪
問
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
考
え
て

い
る
方
は
、
担
当
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
先
で
モ
ニ

タ
ー
が
聞
い
た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
、
そ
の

他
の
個
人
情
報
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
で
共
有
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳　
細　
役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

 
☎
28

－

３
８
５
４

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す

る
市
町
村
に
対
し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目

的
と
し
て
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
、
本
町
は
２
４
８
１
万
５
千

円
の
交
付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ

び
住
民
の
健
康
促
進
を
図
る
た
め
、
町
国
保

病
院
の
運
営
費
に
充
て
ま
し
た
。

町国保病院
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詳　
細　

消
費
生
活
相
談
所　
☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
28

－

３
８
５
８

　
皆
さ
ん
は
、
電
話
番
号
を
変
え
ず
に
他
の

携
帯
電
話
会
社
へ
乗
り
換
え
ら
れ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

　
料
金
プ
ラ
ン
が
安
か
っ
た
り
、
機
能
が
魅

力
的
だ
っ
た
り
し
て
も
手
続
き
が
面
倒
で
そ

の
ま
ま
使
い
続
け
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　
そ
こ
で
、
今
回
は
「
Ｍ

Ｎ
Ｐ
（
携
帯
電
話
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
）」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
Ｍ
Ｎ
Ｐ
（
携
帯
電
話
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ

テ
ィ
）
と
は
ど
の
よ
う
制
度
で
す
か
？

Ａ
：
モ
バ
イ
ル
ナ
ン
バ
ー
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

ー
（
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ　
Ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ　
Ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
の
略
で
、
携
帯

電
話
会
社
を
変
更
し
て
も
、
電
話
番
号
を
変

え
ず
に
移
転
先
の
携
帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
制
度
を
い
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
当
初

は
乗
り
換
え
る
際
に
転
出
手
数
料
が
必
要
で

し
た
。
そ
の
後
も
受
付
時
間
が
限
定
さ
れ
て

い
た
り
、
手
続
き
が
複
雑
で
分
か
り
に
く
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
回
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ
、
利
便
性

が
高
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
の
で
す
か
？

Ａ
：
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
手
数
料
が
原
則
無
料
化

　
ウ
ェ
ブ
で
Ｍ
Ｎ
Ｐ
予
約
番
号
発
行
の
申
し

込
み
を
し
た
場
合
、
移
転
元
の
携
帯
電
話
会

社
に
支
払
う
料
金
は
原
則
０
円
に
な
り
ま
し

た
（
店
頭
や
電
話
で
申
し
込
み
を
し
た
場
合

は
１
０
０
０
円
（
税
別
））。

※
過
度
な
引
き
止
め
行
為
の
禁
止

　
利
用
者
が
希
望
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
社
の
他
の
プ
ラ
ン
へ
の
誘
導
や
、

Ｍ
Ｎ
Ｐ
を
思
い
と
ど

ま
ら
せ
る
よ
う
な
引

き
止
め
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
等
を
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
24
時
間
対
応

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
自
分
の
使
い
方
に
あ
っ
た
プ
ラ
ン
を
選
べ

ば
、
携
帯
電
話
料
金
を
安
く
抑
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
契
約
し
て
い
る
携
帯
電
話

会
社
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
自

身
が
「
何
に
い
く
ら
支
払
っ
て
い
る
の
か
」

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

契
約
プ
ラ
ン
確
認
時
は
次
の
こ
と
に
つ
い

て
も
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

国
内
電
話
、
国
際
電
話
、
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
ご
相
談
等
は
、
総
務
省
北

海
道
総
合
通
信
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事

業
課　
☎
０
１
１

－

７
０
９

－

３
９
５
６

③
ウ
ェ
ブ
手
続
き
で
、
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
が
利
用
可
能

　
５
月
24
日
よ
り
、
一
部
の
携
帯
会
社
間
の

ウ
ェ
ブ
手
続
き
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｎ
Ｐ
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
乗
り

換
え
先
の
携
帯
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
申

し
込
む
だ
け
で
Ｍ
Ｎ
Ｐ
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
従
来
の
Ｍ
Ｎ
Ｐ
予
約
番
号

の
発
行
は
不
要
で
す
）。

・
毎
月
数
Ｇ
Ｂ
し
か
使
わ
な
い
の
に
、
数

十
Ｇ
Ｂ
ま
で
使
え
る
料
金
プ
ラ
ン
に
入
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

・
通
話
は
し
な
い
の
に
通
話
か
け
放
題
プ

ラ
ン
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

携
帯
電
話
会
社
を
乗
り
換
え
る
際
は
次
の

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
乗
り
換
え
で
き
る
の
は
「
電
話
番
号
」

の
み
で
、
携
帯
電
話
会
社
が
発
行
す
る
「
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
は
変
わ
り
ま
す
。

・
端
末
代
金
を
分
割
し
て
い
る
場
合
、
未

払
い
の
分
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
。

・
家
族
割
引
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、

移
転
元
の
携
帯
会
社
に
残
る
家
族
の
通
信

料
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※乗り換え元の携帯会社のマイページの
ログインが必要になります。

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ
第
128
回

「自
分
に
合
っ
た
料
金
プ
ラ
ン
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
！
～

便
利
に
な
っ
た
携
帯
電
話
会
社
の
乗
り
換
え
～
」
の
巻
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今
年
も
夏
の
盛
り
を
迎
え
“
熱
中
症
”
の

話
題
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全

国
で
は
一
シ
ー
ズ
ン
に
千
人
以
上
の
人
が
熱

中
症
で
亡
く
な
る
こ
と
が
近
年
急
増
し
て
お

り
、
こ
れ
は
自
然
災
害
の
犠
牲
者
よ
り
も
は

る
か
に
多
い
数
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
気
候
変
動
適
応
法
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
こ
の
法
律
は
平
成
30
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
５
月
、
熱
中
症
予
防

を
強
化
す
る
内
容
を
追
加
し
た
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
は
今
や
多
く
の
人
に
実
感
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
後
も
拡
大
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
本
的
対
策
と
な

る
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
」
は
緩

和
策
と
呼
ば
れ「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
緩
和
策
に
最
大
限
取
り
組
ん
だ

と
し
て
も
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
避
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
、

人
類
は
温
暖
化
に
適
応
し
て
暮
ら
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
気
候
変
動
に
起
因

す
る
猛
暑
や
大
雨
、
作
物
の
生
育
不
良
な
ど

が
頻
発
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
命
や
財

産
に
悪
影
響
が
及
ぶ
リ
ス
ク
を
減
ら
そ
う
と

す
る
適
応
策
は
緩
和
策
と
並
ん
で
温
暖
化
対

策
の
車
の
両
輪
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

　
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
と
は
具
体
的
に
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば

な
い
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。そ
こ
で
今
回
は
、

遊
び
な
が
ら
気
候
変
動
適
応
に
つ
い
て
学
べ

る
ツ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
国
立
環
境
研
究
所
が
公
表
し
て
い
る
「
す

ご
ろ
く
気
候
変
動
適
応
へ
の
道
」
で
す
。
道

の
り
に
は
い
く
つ
も
の
分
岐
点
が
あ
り
、
選

ん
だ
道
の
先
に
は
気
候
変
動
に
起
因
す
る
イ

ベ
ン
ト
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
ヤ

ー
は
そ
の
と
き
、大
切
な
財
産
を
失
う
の
か
、

備
え
て
い
た
対
策
で
乗
り
越
え
る
の
か
、
誰

が
一
番
幸
せ
な
未
来
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
…

　
す
ご
ろ
く
は
、
国
立
環
境
研
究
所
が
運
営

す
る
「
気
候
変
動
適
応
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
Ａ
・
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
）」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
ご
家
族
や
友
達
と
遊
び
な
が
ら
、
気
候
変

動
適
応
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
す
ご
ろ
く
気
候
変
動
適
応
へ
の
道

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

☎
28

－

３
８
６
３

す
ご
ろ
く
で

「
気
候
変
動
適
応
」
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
15
回

　
カ
ナ
ダ
の
夏

　
カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ぺ
リ
ー
タ

　
夏
の
間
、
私
は
よ
く
家
族
と
一
緒
に

ア
ル
バ
ー
タ
州
の
バ
ン
フ
国
立
公
園
に

キ
ャ
ン
プ
に
出
掛
け
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
の
醍
醐
味
は
日
々
の
忙
し
い
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
、
大
自
然
を
楽
し
む
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
普
段
行
く

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
携
帯
電
話
が
つ
な
が

ら
ず
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
り
、
映
画
を
見
た
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
不
便
に
感
じ
る
人
も
い
ま
す
が
、

何
時
間
も
歩
き
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
、

一
生
の
思
い
出
に
残
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
な

り
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
中
は
歌
を
歌
っ

た
り
、
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
ク
マ
に
出
合
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
の
カ
ナ
ダ
で
の
夏
は
、
い
つ
も
家
族

と
大
自
然
の
中
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の

美
し
い
自
然
の
中
で
、
大
切
な
人
た
ち
と

一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
以
上
に
幸
せ

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
日
本
の
夏
も
、
カ
ナ
ダ
で
過
ご
し

た
よ
う
に
日
本
の
友
達
と
大
自
然
の
中
で

楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
そ
う
い
っ
た
不
便
な
部

分
が
山
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
有

意
義
に
し
て
く
れ
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
話

さ
な
い
人
た
ち
と
話
を
し
た

り
、
普
段
言
え
な
い
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
良
い
機
会

に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
夏
に
家
族
と
ハ
イ
キ

ン
グ
に
行
く
こ
と
も
大
好
き

で
す
。
日
本
に
来
る
直
前
、

私
は
ア
ル
バ
ー
タ
州
カ
ナ
ナ

ス
キ
ス
に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
プ

リ
ン
ス
湖
の
周
辺
を
家
族
で

ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。 

ブラックプリンス湖でのハイキング

Ａ・ＰＬＡＴ
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オ
オ
バ
コ
科
イ
ワ
ブ
ク
ロ
属
の
高
さ
10
～

20
セ
ン
チ
の
多
年
草
で
す
。

　
北
海
道
か
ら
東
北
の
高
山
に
分
布
し
、
６

月
中
旬
～
８
月
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
葉
は

４
～
７
セ
ン
チ
の
先
が
尖
っ
た
長
楕
円
形
で
、

対
生
し
て
い
ま
す
。れ
き
地
や
岩
場
に
見
ら
れ
、

茎
の
上
部
に
ま
と
ま
っ
て
咲
く
筒
状
の
花
に

は
、
白
く
長
い
毛
が
密
生
し
ま
す
。
岩
場
に

に
入
り
ま
す
。
雌
阿
寒
岳
に
登
ら
れ
る
際
に

は
、
岩
場
の
イ
ワ
ブ
ク
ロ
を
探
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
藤
山
美
薫
・
榎
木
勉
）

 

☎
25

－

２
６
０
８

生
え
、
花
が
袋
状
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
イ
ワ

ブ
ク
ロ
」
と
名
付
け
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
苫
小
牧
市
の
樽
前

山
で
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
別
名
「
タ
ル
マ
イ

ソ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
根
茎
に
よ

っ
て
地
中
で
繋
が
っ
て
い

る
た
め
、
一
カ
所
に
ま
と

ま
っ
て
生
え
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
雌
阿
寒
岳
の
登

山
道
で
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
大
き
な
岩
の
割
れ
目

か
ら
顔
を
出
し
、
元
気
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
様
子

に
、
強
さ
や
逞
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
な
り
、

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン

イワブクロイワブクロ

46
Vol.

２
学
年
カ
ナ
ダ
事
前
研
修

　
６
月
13
日
に
２
学
年
の
「
総
合
的
な
探

求
学
習
」
が
行
わ
れ
、
本
年
度
か
ら
再
開

す
る
カ
ナ
ダ
研
修
と
結
び
つ
い
た
探
求
学

習
と
し
て
、
テ
ー
マ
「
食
」
の
発
表
と
具

体
的
な
流
れ
、
実
践
例
、
課
題
と
仮
説
、

グ
ル
ー
プ
決
定
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
探
求
計
画
の
作
成
や
、
現
地
調
査
す

る
内
容
の
検
討
と
流
れ
の
下
調
べ
、
必
要

な
英
会
話
等
の
学
習
を
行
い
、
９
月
に
は

カ
ナ
ダ
研
修
に
出
発
し
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
再
開
す
る
カ
ナ
ダ
研
修
を

楽
し
み
に
、
担
当
教
員
の
説
明
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
講
話
・
防
犯
教
室

　
６
月
15
日
に
本
別
警
察
署
か
ら
講
師
の

方
を
お
招
き
し
、
薬
物
乱
用
防
止
講
話
・

防
犯
教
室
を
本
校
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
薬
物
は
私
た
ち
の
身
近
に

潜
ん
で
お
り
、
容
易
に
手
に
入
れ
ら
れ
る

薬
物
入
手
の
現
状
と
、
軽
い
気
持
ち
と
好

奇
心
か
ら
薬
物
に
手
を
出
し
、
精
神
・
身

体
を
む
し
ば
ま
れ
、
依
存
症
や
凶
悪
な
事

件
発
生
に
も
つ
な
が
る
薬
物
使
用
の
恐
ろ

し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
防
犯
教
室
で
は
不
審
者
に
接
近
さ
れ
た

際
の
対
応
な
ど
、
簡
単
に
で
き
る
護
身
術

の
模
範
指
導
も
実
演
し
て
い
た
だ
き
、
３

学
年
の
生
徒
２
人
が
体
験
し
ま
し
た
。

詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

 
―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！



2626 2023.７
広報あしょろ

第12回ふるさと銀河線りくべつ鉄道まつり
〇前夜祭
日時　７月22日㈯　午後６時～
会場　緑町サッカー場
内容　花火大会、町内ギター愛好家による演奏
　　　会など
〇本祭
日時　７月23日㈰　午前10時～
会場　駅前多目的広場
内容　列車体験乗車、よしもとお笑いステージ
　　　ショー、乗馬体験など

詳細　陸別町観光協会事務局
　　　（役場産業振興課商工業振興担当）
　　　☎２７－２１４１　内線１３５

　子ども七夕まつり実行委員会では、次の通り
子ども七夕まつりを開催します。たくさんの参
加をお待ちしています。
日時　　８月６日㈰　午後４時～午後８時
場所　　本別町役場駐車場（本別町北２丁目）
内容　　遊びと食のコーナー、子ども盆踊り、
　　　　義経太鼓保存会太鼓演奏、花火大会な
　　　　ど
その他　雨天の場合は中央公民館（本別町北１
　　　　丁目）で開催します。

詳細　本別町役場健康・こども課
　　　☎２２－８１３０

鉄道まつりＨＰ

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
図
書
館
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
一
般
書

「
図
書
館
の
お
夜
食
」 

原
田　
ひ
香

「
は
ー
ば
ー
ら
い
と
」 

 

吉
本　
ば
な
な

「
光
の
し
る
べ
」 

あ
さ
の　
あ
つ
こ

「
親
と
い
る
と
な
ぜ
か
苦
し
い
」　　
　

 

リ
ン
ジ
ー
・
Ｃ
・
ギ
ブ
ソ
ン

「
急
増
す
る
「
首
下
が
り
症
」
ど
う
防
ぐ
、

ど
う
治
す
」 

遠
藤　
健
司

「
さ
っ
と
！
つ
る
っ
と
！
夏
麺
」

 

重
信　
初
江

●
児
童
書

「
ゆ
う
す
げ
村
の
紙
す
き
屋
さ
ん
」

 
茂
市　
久
美
子

「
ど
ん
な
イ
チ
ゴ
も
、
み
ん
な
か
わ
い
い
」

 
葦
原　
か
も

「
ほ
げ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
け
」
や
ぎ
た　
み
こ

「
調
べ
て
び
っ
く
り
！
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
」

 

盛
口　
満
文

「
安
心
安
全
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
入
門
」

 

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

●
児
童
館
分
館
で
展
示
始
め
ま
し
た

　
児
童
館
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
ミ
ニ
展
示
を

始
め
ま
し
た
。
不
定
期
開
催
で
す
が
、
な
に

が
展
示
さ
れ
る
か
は
お
楽
し
み
に
！

●
読
書
通
帳
達
成
し
ま
し
た
！

・
二
上
大
駕
く
ん
：
通
帳
１
冊
目

　
達
成
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
図
書
館
で
３
６
６
冊
の

本
を
借
り
て
く
れ
ま
し
た
。

●
今
月
の
展
示

「
夏
休
み
お
す
す
め
図
書
」

「
図
書
館
職
員
に
よ
る
勝
手
に
ベ
ス
ト
３
」

「
道
み
ん
の
日
」

　
７
月
17
日
は
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」（
愛

称
「
道
み
ん
の
日
」）
で
す
。
北
海
道
の
魅

力
と
価
値
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
図
書
館
も
北
海
道
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

図書館情報

りくべつ鉄道ＨＰ

第42回　子ども七夕まつり

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

から から町別陸 町別本
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「
地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査
に
係
る
住
民

向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
ご
協
力
の
お
願
い

　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目
標
の
達
成

を
目
指
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た

び
内
閣
府
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に
向
け

て
、
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
避

難
意
識
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　
８
月
末
ま
で
（
予
定
）

回
答
フ
ォ
ー
ム　

https://en.surece.
co.jp/kaiko2023

詳
細　
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

付
参
事
官
（
防
災
計
画
担
当
）
付

☎
03

－

３
５
０
１

－
６
９
９
６

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
ご
存
じ
で
す
か

　
中
退
共
は
国
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企
業

の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

•
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
採
用

資
格
試
験
（
後
期
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
試
験
案
内
は
７
月
24
日

か
ら
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
、
十
勝
管

内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１
階
総
合
案
内

で
配
布
予
定
の
ほ
か
、
と
か
ち
広
域
消
防
事

務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

受
験
区
分　
高
校
卒

※
お
申
し
込
み
前
に
必
ず
試
験
案
内
で
受
験

資
格
と
申
込
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

与
係
（
消
防
局
庁
舎
３
階
）

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
１
２
１

自
衛
官
等
募
集
の
お
知
ら
せ

航
空
学
生

応
募
資
格　
海
上
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
者
、
航
空
自
衛
隊
は
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
者
※
高
卒
者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た

は
高
専
３
学
年
次
修
了
者
（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間　
９
月
７
日
ま
で

試
験
日　
１
次
：
９
月
18
日
㈪　
２
次
：
10

月
14
日
㈯
～
19
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
日　

３
次
：
11
月
11
日
㈯
～
12
月
14
日
㈭
の
う
ち

指
定
す
る
日

一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
※
32

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

•
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
不
要

で
す
。

•
社
外
積
み
立
て
型
な
の
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

•
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

詳
細　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
は
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間　
８
月
４
日
㈮
ま
で

抽
せ
ん
日　
８
月
18
日
㈮

詳
細　
（
公
財
）
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
１
１

－

２
３
２

－

０
２
８
１

７
月
17
日
は
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」

　
１
８
６
９
年
に
松
浦
武
四
郎
が
、
明
治
政

府
に
「
北
加
伊
道
（
ほ
っ
か
い
ど
う
）」
と

い
う
名
称
を
提
案
し
た
７
月
17
日
は
「
北
海

道
み
ん
な
の
日
」愛
称「
道
み
ん
の
日
」で
す
。

　
平
成
29
年
に
制
定
さ
れ
、
北
海
道
の
魅
力

と
価
値
を
再
発
見
し
、
誇
り
に
思
う
心
を
育

み
、
よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
期
す
る
日
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
細　
北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

道
民
生
活
課

☎
０
１
１

－

２
３
１

－

４
１
１
１

歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、
33

歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈫
ま
で

試
験
日　
１
次
：
９
月
16
日
㈯
ま
た
は
17
日

㈰
の
指
定
す
る
日　
２
次
：
10
月
17
日
㈫
ま

た
は
18
日
㈬
の
指
定
す
る
日

自
衛
官
候
補
生

募
集
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
※
32

歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、
33

歳
に
達
し
て
い
な
い
者

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈫
ま
で

試
験
日　
男
子
：
９
月
23
日
㈯
ま
た
は
25
日

㈪
の
指
定
す
る
日　
女
子
：
９
月
24
日
㈰

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
obihiro/

退
職
者

足
寄
町
発
令

（
６
月
15
日
付
）

東
出　
将
平（
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
主
事
）

（
６
月
30
日
付
）

村
上　
賢
治
（
住
民
課
税
務
室
長
）

佐
藤　
涼
（
経
済
課
農
業
振
興
室
技
師
）

青
砥　
佐
智
（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

斉
藤　
菜
々
華（
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
師
）

募　

集

町
職
員
人
事

回答フォーム
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ひとのうごき

６月末の住民基本台帳

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

新井　新井　楓楓
ふ う あふ う あ

彩彩ち
  ゃ
   ん

� （令和３年７月20日生まれ）

　お喋りがとっても上手になっ
てきた我が家のアイドルふうあ
です！じぃじとばぁばもそんな
ふうあにメロメロ♡これからも
お兄ちゃんと仲良く、すくすく
元気に育ってね！
� 洋貴・真美さ

んの子

今月の表紙

６月25日㈰に行われた「足寄ふるさとラワン
ぶきまつり２０２３」でのスナップです。

人　口　　６，２５０　人　（－21)
　男　　　３，０８４　人　（－６)
　女　　　３，１６６　人　（－15)
世　帯　　３，３３５世帯（－７)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

岡本　岡本　夏夏
な つ なな つ な

奈奈ち
  ゃ
   ん

� （令和３年７月２日生まれ）

　泣き虫ななつ♡毎日泣き声が
響き渡る我が家。兄と姉の後ろ
を付いて歩き、色んなことを覚
えているね♡泣かせれてばかり
じゃ黙っていないさすが末っ子
♡すくすく成長してね♡♡
� 一也・那奈栄さ

んの子

辻　朝
あ さ ひ

陽

� （令和３年６月29日生まれ）

　笑顔がかわいくておしゃべり
上手なあさひ。お外で大好きな
車を見つけると「きゅうきゅう
しゃ！」「ばす！おっきい～！」
と教えてくれます。これからも
元気に育ってね！
� 泰平・あゆみさ

んの子

☆今回取材させていただいたラワンぶ
　きまつりには、たくさんのフキ料理
　があり、あっという間に完売になっ  
　たものもありました。
☆私にはラワンブキに対する疑問があ
　ります。それは他のフキに比べて食
　べやすいと聞くことです。なぜなら、
　他のフキを食べたことがないから！
☆ということで、足寄出身ではない同
　期にラワンブキのきんぴらを試食し
　てもらいました。フキが苦手な人も
　いましたが、一口食べると「苦くな
　い」「これなら食べられるかも」と
　感想をもらいました。
☆普段なにげなく食べていましたが、
　改めてその素晴らしさに気付くこと
　ができました。さすが北海道遺産！

ち
  ゃ
   ん


